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前書き 　この冊子は数学 I・IA (データの分析を除く)のセンター試験 (共通テストの前身)過去
問を単元ごとに演習できるようにしたものであり，実際に手を動かして問題を解くこと (演習)に
より，基礎的な概念の確認および基本手法の定着を目的とする問題集である．センター試験の過
去問から各単元の良問を 10題ずつ厳選し，学習効果の高い順に配置している．前から順に取り
組んでいくことで確実に実力がつくように作成されている．同じ単元ばかり続けて取り組んでい
ると飽きてくるかもしれない．その場合には，各単元の

�� ��1 を先にやり，次に各単元の
�� ��2 をや

り，その次に
�� ��3 をやり · · · という使い方もできる．取り組み方も各自で工夫していただきたい．

共通テストのような設定の問題に対応していくためにも，まずはこの冊子レベルの完全習得が
前提となる．共通テストのための勉強への橋渡しとなるような位置付けで捉えてもらえればよ
い．なお，数学 IIBC(ベクトル)について同様の趣旨で作成した教材は，書籍

『単元別数学集中特訓センター試験 IIB過去問活用』(METIS)

として刊行している．IIBCも受験で必要な受験生はこれに取り組むとよい．
データの分析 (数学 I)については，

『教科書だけでは足りない大学入試攻略 7日間完成データの分析』(河合出版)

に取り組み，あとは共通テストの過去問をやっておこう．
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第 1章

数と式

�� ��1 　

(1) 不等式 2x+1 ≦ 3の解は アイ ≦ x ≦ ウ である。

以下，aを自然数とする。

(2) 不等式
2x+1 ≦ a · · · 1⃝

の解は
− エ −a

オ
≦ x ≦

− エ +a

オ

である。
(3) 不等式 1⃝を満たす整数 x の個数を N とする。a = 3のとき，N = カ である。また，

a = 4, 5, 6, · · · と増加するとき，N が初めて カ より大きくなるのは，a = キ の
ときである。



4 第 1章 数と式�� ��2 　 aを実数とする。9a2 −6a+1 =
(
ア a− イ

)2
である。次に

A =
√

9a2 −6a+1+ a+2

とおくと
A =

√(
ア a− イ

)2
+ a+2

である。
次の三つの場合に分けて考える。

• a >
1
3
のとき，A = ウ a+ エ である。

• −2 ≦ a ≦ 1
3
のとき，A = オカ a+ キ である。

• a <−2のとき，A =− ウ a− エ である。

(1) a =
1

2
√

2
のとき，A =

√
ク + ケ である。

(2) −2 ≦ a ≦ 1
3
のとき，Aのとり得る値の範囲は

コ
サ

≦ A ≦ シ

である。

(3) A = 2a+13となる aの値は

ス ,
セソ
タ

である。



5�� ��3 　 xは正の実数で，x2 +
4
x2 = 9を満たすとする。このとき

(
x+

2
x

)2

= アイ

であるから，x+
2
x
=
√
アイ である。さらに

x3 +
8
x3 =

(
x+

2
x

)(
x2 +

4
x2 − ウ

)
= エ

√
オカ

である。また
x4 +

16
x4 = キク

である。
また，

(
x− 2

x

)2

= ケ である。x− 2
x
< 0のときは x− 2

x
=−

√
ケ であり，したがっ

て，このとき

x =

√
コサ −

√
シ

ス

である。



6 第 1章 数と式�� ��4 　

(1) xを実数とし
A = x(x+1)(x+2)(5− x)(6− x)(7− x)

とおく。整数 nに対して

(x+n)(n+5− x) = x(5− x)+n2 + ア n

であり，したがって，X = x(5− x)とおくと

A = X
(

X + イ
)(

X + ウエ
)

と表せる。
x =

5+
√

17
2

のとき，X = オ であり，A = 2
カ である。

(2) 実数 xが
(x+1)(x+2)(6− x)(7− x) =−16

を満たすとき，x(5− x) = キクケ である。したがって，このとき

x =
コ ±

√
サシ

ス

である。



7�� ��5 　 (19+5
√

13)(19−5
√

13) = アイ であるから，19−5
√

13は正の実数である。19+5
√

13

の正の平方根を α とし，19−5
√

13の正の平方根を β とする。このとき

α2 +β 2 = ウエ , αβ = オ

であり
(α +β )2 = カキ , (α −β )2 = クケ

である。したがって

α =
コ

√
サ +

√
シス

セ
, β =

コ
√

サ −
√
シス

セ

である。

このとき，α −β > nを満たす最大の整数 nは ソ である。
αβ = オ に注意すると，β < x < α を満たす整数 xは全部で タ 個あることがわかる。



8 第 1章 数と式�� ��6 　

(1) k =
6√

3+1
とする。分母を有理化すると

k = ア
√

イ − ウ

となる。また，kの整数部分は エ である。
(2) xに関する不等式

6 ≧ (
√

3+1)x−12

を解くと
オ

√
カ − キ ≦ x ≦ ク

√
ケ − コ

となり，この不等式を満たす整数は全部で サ 個ある。
(3) aを正の実数とし，xに関する不等式

a ≧ (
√

3+1)x−12

を考える。この不等式を満たす整数がちょうど 1個になるとき，その整数は シ であ
り，そのときの aのとり得る値の範囲は

スセ
√

ソ + タ ≦ a < チ
√

ツ − テ

である。



9�� ��7 　 aを実数とする。xの関数

f (x) = (1+2a)(1− x)+(2−a)x

を考える。
f (x) =

(
− ア a+ イ

)
x+2a+1

である。

(1) 0 ≦ x ≦ 1における f (x)の最小値は，

a ≦
イ
ア

のとき， ウ a+ エ であり，

a >
イ
ア

のとき， オ a+ カ である。

(2) 0 ≦ x ≦ 1において，常に f (x)≧ 2(a+2)
3

となる aの値の範囲は，
キ
ク

≦ a ≦
ケ
コ

である。
(3) 0 ≦ x ≦ 1における f (x)の最小値を g(a)とおき，aの関数と考える。

aが
キ
ク

≦ a ≦
ケ
コ

の範囲にあるとき，g(a)の最小値は
サ
シ

であり，g(a)の最

大値は
ス
セ

である。
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(1) aを正の実数とする。1
4

a2 +a+1 =

 1

ア
a+1

2

であり，また

0 < a+1 <
1
4

a2 +a+1

であるので
√

a+1 <
1

ア
a+1 · · · 1⃝

となる。

(2) 2次不等式
(

12
25

a+1
)2

< a+1を解くと，0 < a <
イウ
エオカ

となる。

よって，0 < a <
イウ
エオカ

のとき

12
25

a+1 <
√

a+1 · · · 2⃝

が成り立つ。
(3) (1)と (2)の結果を用いて，

√
17のおよその値を求める。

√
17
4

=

√√√√ 1

キク
+1である。a =

1

キク
を 1⃝に代入すると

√
17
4

<
ケコ
サシ

となり， 2⃝

に代入すると
スセソ
タチツ

<

√
17
4
となる。

したがって
m

200
<
√

17 <
m+1
200

· · · 3⃝

を満たす自然数 mは テトナ である。
3⃝より

√
17の小数第 3位を四捨五入すると，4. ニヌ となる。
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(1) 下の ア には，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから当てはまるものを一つ選べ。

0⃝ >　　　　　 1⃝ <　　　　　 2⃝ ≧　　　　　 3⃝ ≦

1次不等式 (5−
√

31)x+12 < 0の解は

x ア イウ + エ
√
オカ

である。
(2)

√
21の整数部分は キ である。

√
21，

√
23，

√
31の小数部分をそれぞれ a，b，cとするとき

a− c = ク +
√

21−
√

31

であり (
ク +

√
21−

√
31

)(
ク +

√
21+

√
31

)
(9+2

√
21) = ケ

となる。

次の コ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 5⃝のうちから一つ選べ。

コ が成り立つ。

0⃝ a < b < c　　　　　 1⃝ b < c < a　　　　　 2⃝ c < a < b

3⃝ a < c < b　　　　　 4⃝ c < b < a　　　　　 5⃝ b < a < c



12 第 1章 数と式�� ��10 　 α =
4

4−
√

7
とする。α の分母を有理化すると

α =
アイ + ウ

√
エ

オ
· · · 1⃝

となる。
また，rを有理数とし

β =
9− (r2 −3r)

√
7

5

とする。

(1) 一般に，
√

7が無理数であることから，有理数 p，qに対して

p+q
√

7 = 0 ⇐⇒ p = q = カ

が成り立つ。
(2) α −β が有理数ならば，rは

ウ
オ

+
r2 −3r

キ
= 0

を満たす。このとき

r =
ク
ケ

または r =
コ
サ

である。ただし，
ク
ケ

と
コ
サ

の解答の順序は問わない。

(3)
α
β
が有理数ならば， 1⃝の右辺の分子はある有理数 sを用いて

アイ + ウ
√

エ = s
{
シ − (r2 −3r)

√
7
}

と表される。このとき，r =
ス
セ

であり，α
β

=
ソタ
チツ

である。
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数学 I「数と式」センター試験過去問 10回分を解いて，この分野の問題を解く際に，気を付け
るべきこと，注意点，反省点を振り返ってまとめておこう．
「計算ミスに気を付ける」のような漠然とした精神論ではなく，どのような計算ミスがなぜ起き
たのかを分析し，再発防止のためにはどのような工夫をすればよいのかを具体的に考えよう．そ
こを反省することに過去問を取り組む意義がある．さらにその反省が今後，共通テストの対策を
する際の指針となるであろう．

babababababababababababababababababab
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第 1章　数と式　　解答

　
�� ��1

【2012本】
ア イ ウ エ オ カ キ
− 2 1 1 2 4 5

　
�� ��2

【2019本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ
3 1 4 1 − 2 3 2 1 7 3 7 6 − 7 3

　
�� ��3

【2017本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス
1 3 2 7 1 3 7 3 5 1 3 5 2

　
�� ��4

【2018本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス
5 6 1 4 2 8 − 1 0 5 6 5 2

　
�� ��5

【2020追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ
3 6 3 8 6 5 0 2 6 5 2 2 6 2 5 6

　
�� ��6

【2017追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ
3 3 3 2 3 3 3 9 3 9 4

　 シ ス セ ソ タ チ ツ テ
4 − 4 3 8 5 3 7

　
�� ��7

【2016本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ
3 1 2 1 − 2 1 4 2 5 3 2 5 3

　
�� ��8

【2012本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ
2 2 5 1 4 4 1 6 3 3 3 2

　 ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ
1 0 3 1 0 0 8 2 4 1 2

　
�� ��9

【2016追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
0⃝ 1 0 2 3 1 4 1 3 2⃝

　
�� ��10

【2018追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ
1 6 4 7 9 0 5 4 3 5 3

　 シ ス セ ソ タ チ ツ
9 3 2 8 0 8 1
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第 2章

論理と集合

�� ��1

(1) Aを有理数全体の集合，Bを無理数全体の集合とする。空集合を ∅と表す。
次の (i) ∼ (iv) が真の命題になるように， ア ∼ エ に当てはまるものを，下の
0⃝ ∼ 5⃝のうちから一つ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

(i) A ア {0}　　　　　　　　　　　 (ii)
√

28 イ B

(iii) A = {0} ウ A (iv) ∅= A エ B

0⃝ ∈　　　 1⃝ ∋　　　 2⃝ ⊂　　　 3⃝ ⊃　　　 4⃝ ∩　　　 5⃝ ∪

(2) 実数 xに対する条件 p，q，rを次のように定める。

p : xは無理数
q : x+

√
28は有理数

r :
√

28xは有理数

次の オ ， カ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つずつ選べ。ただ
し，同じものを繰り返し選んでもよい。

　　 pは qであるための オ 。

　　 pは rであるための カ 。

0⃝ 必要十分条件である 1⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない
2⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない　 3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



16 第 2章 論理と集合�� ��2 　実数 xについて

命題 A：「x2 > 2または x3 > 0」ならば「x > 2」

を考える。

(1) 次の ア ∼ エ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 5⃝のうちから一つずつ選べ。ただ
し，同じものを繰り返し選んでもよい。

命題 Aの逆，対偶を考えると次のようになる。

逆：「 ア 」ならば「 イ 」

対偶：「 ウ 」ならば「 エ 」

0⃝ x2 > 2または x3 > 0　　 1⃝ x2 > 2かつ x3 > 0　　 2⃝ x2 ≦ 2または x3 ≦ 0
3⃝ x2 ≦ 2かつ x3 ≦ 0 4⃝ x > 2　 5⃝ x ≦ 2

(2) 次の オ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 6⃝のうちから一つ選べ。

命題 Aとその逆，対偶のうち， オ が真である。

0⃝ 命題 Aのみ 1⃝ 命題 Aの逆のみ
2⃝ 命題 Aの対偶のみ 3⃝ 命題 Aとその対偶の二つのみ
4⃝ 命題 Aとその逆の二つのみ　　　 5⃝ 命題 Aの逆と命題 Aの対偶の二つのみ
6⃝ 三つすべて

(3) 次の カ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

実数 xについての条件「x2 > 2または x3 > 0」は，「x > 2」であるための カ 。

0⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない 1⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない
2⃝ 必要十分条件である 3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



17�� ��3 　実数 a，bに関する条件 p，qを次のように定める。

p : (a+b)2 +(a−2b)2 < 5
q : a+b < 1または a−2b < 2

(1) 次の 0⃝ ∼ 3⃝のうち，命題「q =⇒ p」に対する反例になっているのは ア である。

0⃝ a = 0, b = 0　 1⃝ a = 1, b = 0　 2⃝ a = 0, b = 1　 3⃝ a = 1, b = 1

(2) 命題「p =⇒ q」の対偶は「 イ =⇒ ウ 」である。
イ ， ウ に当てはまるものを，次の 0⃝ ∼ 7⃝のうちから一つずつ選べ。

0⃝ a+b < 1かつ a−2b < 2　 1⃝ (a+b)2 +(a−2b)2 < 5
2⃝ a+b < 1または a−2b < 2　　　　　 3⃝ (a+b)2 +(a−2b)2 ≦ 5
4⃝ a+b ≧ 1かつ a−2b ≧ 2　 5⃝ (a+b)2 +(a−2b)2 > 5
6⃝ a+b ≧ 1または a−2b ≧ 2　 7⃝ (a+b)2 +(a−2b)2 ≧ 5

(3) pは qであるための エ 。
エ に当てはまるものを，次の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

0⃝ 必要十分条件である
1⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない
2⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



18 第 2章 論理と集合�� ��4 　自然数 nに関する三つの条件 p，q，rを次のように定める。

p : nは 4の倍数である
q : nは 6の倍数である
r : nは 24の倍数である

条件 p，q，rの否定をそれぞれ p，q，rで表す。条件 pを満たす自然数全体の集合を Pとし，
条件 qを満たす自然数全体の集合を Qとし，条件 rを満たす自然数全体の集合を Rとする。
自然数全体の集合を全体集合とし，集合 P，Q，Rの補集合をそれぞれ P，Q，Rで表す。

(1) 次の ア ， イ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 5⃝のうちから一つずつ選べ。ただ
し，同じものを繰り返し選んでもよい。

32 ∈ ア である。また，50 ∈ イ である。

0⃝ P∩Q∩R　　　　　 1⃝ P∩Q∩R　　　　　 2⃝ P∩Q

3⃝ P∩Q　 4⃝ P∩Q∩R　 5⃝ P∩Q∩R

(2) 次の オ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 4⃝のうちから一つ選べ。

P∩Qに属する自然数のうち最小のものは ウエ である、また，ウエ オ Rである。

0⃝ =　　　 1⃝ ⊂　　　 2⃝ ⊃　　　 3⃝ ∈　　　 4⃝ /∈

(3) 次の カ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

自然数 ウエ は，命題 カ の反例である。

0⃝「(pかつ q) =⇒ r」　　　 1⃝「(pまたは q) =⇒ r」
2⃝「r =⇒ (pかつ q)」　　　　　　　 3⃝「(pかつ q) =⇒ r」



19�� ��5 　三角形に関する条件 p，q，rを次のように定める。

p : 三つの内角がすべて異なる
q : 直角三角形でない
r : 45◦の内角は一つもない

条件 pの否定を pで表し，同様に q，rはそれぞれ条件 q，rの否定を表すものとする。

(1) 命題「r =⇒ (pまたは q)」の対偶は「 ア =⇒ r」である。

ア に当てはまるものを，次の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。
0⃝ (p かつ q)　　　　　 1⃝ (p かつ q)

2⃝ (p または q)　　　　　　　　 3⃝ (p または q)

(2) 下の 0⃝ ∼ 4⃝ のうち，命題「(p または q) =⇒ r」に対する反例となっている三角形は
イ と ウ である。

イ と ウ に当てはまるものを， 0⃝ ∼ 4⃝のうちから一つずつ選べ。
ただし， イ と ウ の解答の順序は問わない。

0⃝ 直角二等辺三角形
1⃝ 内角が 30◦，45◦，105◦の三角形
2⃝ 正三角形
3⃝ 三辺の長さが 3，4，5の三角形
4⃝ 頂角が 45◦の二等辺三角形

(3) rは (p または q)であるための エ 。

エ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

0⃝ 必要十分条件である
1⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない
2⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



20 第 2章 論理と集合�� ��6 　二つの自然数 m，nに関する三つの条件 p，q，rを次のように定める。

p : mとnはともに奇数である
q : 3mnは奇数である
r : m+5nは偶数である

また，条件 pの否定を pで表す。

(1) 次の ア ， イ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 2⃝のうちから一つずつ選べ。
ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

二つの自然数 m，nが条件 pを満たすとする。
このとき，mが奇数ならば nは ア 。また，mが偶数ならば nは イ 。

0⃝ 偶数である　　　　　　 1⃝奇数である　　　　　　 2⃝偶数でも奇数でもよい

(2) 次の ウ ， エ ， オ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つずつ選
べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

　

pはqであるための ウ 。

pは rであるための エ 。

pは rであるための オ 。

0⃝ 必要十分条件である
1⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない
2⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



21�� ��7 　実数 xに関する 2つの条件 p，qを

p : x = 1
q : x2 = 1

とする。また，条件 p，qの否定をそれぞれ p，qで表す。

(1) 次の ア ， イ ， ウ ， エ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから
一つずつ選べ。
ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

　

qは pであるための ア 。

pはqであるための イ 。

(pまたは q)はqであるための ウ 。

(pかつ q)はqであるための エ 。

0⃝ 必要条件だが十分条件でない
1⃝ 十分条件だが必要条件でない
2⃝ 必要十分条件である
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない

(2) 実数 xに関する条件 rを

r : x > 0

とする。次の オ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 7⃝のうちから一つ選べ。

3つの命題

A :「(pかつq) =⇒ r」
B :「q =⇒ r」
C :「q =⇒ p」

の真偽について正しいものは オ である。

0⃝ Aは真，Bは真，Cは真　　　　　 1⃝ Aは真，Bは真，Cは偽
2⃝ Aは真，Bは偽，Cは真　　　　　　　　 3⃝ Aは真，Bは偽，Cは偽
4⃝ Aは偽，Bは真，Cは真　　　　　　　　 5⃝ Aは偽，Bは真，Cは偽
6⃝ Aは偽，Bは偽，Cは真　　　　　　　　 7⃝ Aは偽，Bは偽，Cは偽



22 第 2章 論理と集合�� ��8 　 aを正の実数とし，実数 xに関する条件 p，q，rを次のように定める。

p : (x−2
√

3)(x−
√

11)> 0

q : x < aまたは x >

√
11
2

a

r : xは整数である

(1) 次の ア に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

　 pは rであるための ア 。

0⃝ 必要十分条件である
1⃝ 十分条件であるが，必要条件ではない
2⃝ 必要条件であるが，十分条件ではない
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない

(2) 条件 pの否定を p，qの否定を qと表し

A =
{

x | xは pを満たす }
B =

{
x | xは qを満たす }

と定める。A∩Bが空集合でないための必要十分条件は

イ ≦ a ≦ ウ
√

エ

が成り立つことである。



23�� ��9 　 cを 4以上の整数とする。整数 nに関する二つの条件 p，qを次のように定める。

p : n2 −8n+15 = 0
q : n > 2または n < c

(1) 次の ア ， イ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 5⃝のうちから一つずつ選べ。ただ
し，同じものを繰り返し選んでもよい。

命題「p =⇒ q」の逆は「 ア 」である。
また，命題「p =⇒ q」の対偶は「 イ 」である。

0⃝ n2 −8n+15 ̸= 0 =⇒ (n ≦ 2または n ≧ c)

1⃝ n2 −8n+15 ̸= 0 =⇒ (n ≦ 2かつ n ≧ c)

2⃝ (n ≦ 2または n ≧ c) =⇒ n2 −8n+15 ̸= 0
3⃝ (n > 2かつ n < c) =⇒ n2 −8n+15 ̸= 0
4⃝ (n ≦ 2または n ≧ c) =⇒ n2 −8n+15 = 0
5⃝ (n > 2かつ n < c) =⇒ n2 −8n+15 = 0

(2) 整数 cが 5以上のとき，pは qであるための必要条件ではない。なぜならば，整数 cが 5

以上のとき，整数 n = ウ はつねに命題「q =⇒ p」の反例となるからである。

(3) 次の エ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

整数 cが エ を満たすとき，pは qであるための十分条件ではない。

0⃝ c = 4　　　　 1⃝ c > 5　　　　 2⃝ c = 6　　　　 3⃝ c > 7

(4) 整数全体の集合を全体集合とし，その部分集合 A，Bを

A =
{

k | k > 2
}
, B =

{
k | k ≧ c

}
と定める。集合 A，Bの補集合をそれぞれ A，Bで表す。

次の オ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 5⃝のうちから一つ選べ。

整数 nに関する次の条件のうち，qと同値である条件は オ である。

0⃝ n ∈ A∩B　　　　　　　 1⃝ n ∈ A∩B　　　　　　　 2⃝ n ∈ A∩B

3⃝ n ∈ A∪B　　　　 4⃝ n ∈ A∪B　　　　 5⃝ n ∈ A∪B



24 第 2章 論理と集合�� ��10 　次の ア ∼ ウ に当てはまるものを，下の 0⃝ ∼ 3⃝のうちから一つずつ選べ。ただ
し，同じものを繰り返し選んでもよい。

実数 a，bに関する条件 p，q，r，sを次のように定める。

p : ab ≧ 0
q : ab ≧ a2

r : ab ≧ b2

s : a = b

また，条件 pの否定を p，条件 rの否定を rで表す。このとき

　

pは qであるための ア 。

pは rであるための イ 。

sは「qかつ r」であるための ウ 。

0⃝ 必要十分条件である
1⃝ 必要条件であるが，十分条件でない
2⃝ 十分条件であるが，必要条件でない
3⃝ 必要条件でも十分条件でもない



25

数学 I「論理と集合」センター試験過去問 10回分を解いて，この分野の問題を解く際に，気を
付けるべきこと，注意点，反省点を振り返ってまとめておこう．
「ミスに気を付ける」のような漠然とした精神論ではなく，どのようなミスがなぜ起きたのかを
分析し，再発防止のためにはどのような工夫をすればよいのかを具体的に考えよう．そこを反省
することに過去問を取り組む意義がある．さらにその反省が今後，共通テストの対策をする際の
指針となるであろう．

babababababababababababababababababab



26 第 2章 論理と集合

第 2章　論理と集合　　解答

　
�� ��1

【2016本】
ア イ ウ エ オ カ
3⃝ 0⃝ 5⃝ 4⃝ 1⃝ 3⃝

　
�� ��2

【2016追】
ア イ ウ エ オ カ
4⃝ 0⃝ 5⃝ 3⃝ 1⃝ 0⃝

　
�� ��3

【2011本】
ア イ ウ エ
3⃝ 4⃝ 7⃝ 2⃝

　
�� ��4

【2020本】
ア イ ウ エ オ カ
2⃝ 5⃝ 1 2 4⃝ 3⃝

　
�� ��5

【2013本】
ア イ， ウ エ
1⃝ 1⃝， 4⃝ 2⃝

　
�� ��6

【2019本】
ア イ ウ エ オ
0⃝ 2⃝ 0⃝ 2⃝ 3⃝

　
�� ��7

【2017本】
ア イ ウ エ オ
0⃝ 3⃝ 3⃝ 1⃝ 2⃝

　
�� ��8

【2015追】
ア イ ウ エ
2⃝ 2 2 3

　
�� ��9

【2019追】
ア イ ウ エ オ
5⃝ 2⃝ 4 0⃝ 1⃝

　
�� ��10

【2010追】
ア イ ウ
1⃝ 2⃝ 0⃝



27

第 3章

２次関数

�� ��1 　 cを実数とし，xの 2次関数 f (x)を

f (x) = x2 −2cx+6− c

とする。

(1) 2次関数 y = f (x)のグラフの頂点は(
c, ア c2 − c+ イ

)
である。 f (1)≦ f (3)であるような cの値の範囲は

c ≦ ウ

である。
(2) 1 ≦ x ≦ 3における 2次関数 f (x)の最大値を M とおく。−5 < M < 36であるような cの
値の範囲は

− エ < c < オ

である。



28 第 3章 ２次関数�� ��2 　 aと bはいずれも 0でない実数とする。xの方程式

bx2 +2(2a−b)x+b−4a+3 = 0 · · · 1⃝

を考える。

(1) 方程式 1⃝が異なる二つの実数解をもつのは

b <
ア
イ

a2

のときである。このとき，二つの実数解は

x =
b− ウ a±

√
ア a2 − イ b

b

である。
(2) b = a2 とする。方程式 1⃝が異なる二つの実数解をもち，それらの一方が正の解で他方が
負の解であるような aの値の範囲は

エ < a < オ

である。また，方程式 1⃝が異なる二つの実数解をもち，それらがいずれも正の解であるよ
うな aの値の範囲は

a < カ , a > キ

である。



29�� ��3 　 aと bはともに正の実数とする。xの 2次関数

y = x2 +(2a−b)x+a2 +1

のグラフを Gとする。

(1) グラフ Gの頂点の座標は b

ア
−a, − b2

イ
+ab+ ウ


である。

(2) グラフ Gが x軸と共有点をもつとき，bのとり得る値の範囲は

b ≧ エ a+ オ
√

a2 + カ

である。
(3) グラフ Gが x軸に接し，かつ a =

√
3のとき

b = キ + ク
√

ケ

であり，グラフ Gと x軸との接点の x座標は コ である。このとき，0 ≦ x ≦
√

3にお
いて，yの最大値は サ であり，yの最小値は

シ − ス
√

セ

である。
(4) グラフ Gが点 (−1, 6)を通るとき，bのとり得る値の最大値は ソ であり，そのとき
の aの値は タ である。
b = ソ ，a = タ のとき，グラフ G は 2 次関数 y = x2 のグラフを x 軸方向に
チ
ツ

，y軸方向に
テト
ナ

だけ平行移動したものである。



30 第 3章 ２次関数�� ��4 　 aを正の実数とし
f (x) = ax2 −2(a+3)x−3a+21

とする。2次関数 y = f (x)のグラフの頂点の x座標を pとおくと

p = ア +
イ
a

である。

(1) 0 ≦ x ≦ 4における関数 y = f (x)の最小値が f (4)となるような aの値の範囲は

0 < a ≦ ウ

である。
また，0 ≦ x ≦ 4における関数 y = f (x)の最小値が f (p)となるような aの値の範囲は

エ ≦ a

である。
したがって，0 ≦ x ≦ 4における関数 y = f (x)の最小値が 1であるのは

a =
オ
カ

または a =
キ +

√
クケ

コ

のときである。
(2) 関数 y = f (x)のグラフが x軸と異なる 2点で交わるのは

0 < a <
サ
シ

または ス < a

のときである。この二つの交点の間の距離を Lとする。2 < L < 4となるような aの値の
範囲は

セ
ソ

< a <
タ −

√
チツ

テ
,

ト +

√
ナニ

ヌ
< a

である。



31�� ��5 　座標平面上にある点 Pは，点 A(−8, 8)から出発して，直線 y =−x上を x座標が 1秒あた
り 2増加するように一定の速さで動く．また，同じ座標平面上にある点 Qは，点 Pが Aを出発
すると同時に原点 Oから出発して，直線 y = 10x上を x座標が 1秒あたり 1増加するように一定
の速さで動く．出発してから t 秒後の 2点 P，Qを考える．点 Pが Oに到達するのは t = ア
のときである．以下，0 < t < ア で考える．

(1) 点 Pと x座標が等しい x軸上の点を P′ ，点 Qと x座標が等しい x軸上の点を Q′ とおく．
三角形 OPP′ と三角形 OQQ′ の面積の和 Sを t で表せば

S = イ t2 − ウエ t + オカ

となる．これより 0 < t < ア においては，t =
キ
ク

で Sは最小値
ケコサ
シ

をとる．

　次に，aを 0 < a < ア −1を満たす定数とする．以下，a ≦ t ≦ a+1における Sの
最小・最大について考える．

(i) Sが t =
キ
ク

で最小となるような aの値の範囲は
ス
セ

≦ a ≦
ソ
タ

である．

(ii) Sが t = aで最大となるような aの値の範囲は 0 < a ≦
チ
ツテ

である．

(2) 3点 O，P，Qを通る 2次関数のグラフが関数 y = 2x2 のグラフを平行移動したものになる

のは，t =
ト
ナ

のときであり，x軸方向に
ニヌ
ネ

，y軸方向に
ノハヒ
フ

だけ平行移動

すればよい．



32 第 3章 ２次関数�� ��6 　 a，b，cを定数とし，a ̸= 0，b ̸= 0とする。xの 2次関数

y = ax2 +bx+ c · · · 1⃝

のグラフを Gとする。Gが y =−3x2 +12bxのグラフと同じ軸をもつとき

a =
アイ
ウ

· · · 2⃝

となる。さらに，Gが点 (1, 2b−1)を通るとき

c = b−
エ
オ

· · · 3⃝

が成り立つ。以下， 2⃝， 3⃝のとき，2次関数 1⃝とそのグラフ Gを考える。

(1) Gと x軸が異なる 2点で交わるような bの値の範囲は

b <
カキ
ク

,
ケ
コ

< b

である。さらに，Gと x軸の正の部分が異なる 2点で交わるような bの値の範囲は

サ
シ

< b <
ス
セ

である。

(2) b > 0とする。0 ≦ x ≦ bにおける 2次関数 1⃝の最小値が −1
4
であるとき，b =

ソ
タ

で

ある。一方，x ≧ bにおける 2次関数 1⃝の最大値が 3であるとき，b =
チ
ツ

である。

b =
ソ
タ

，b =
チ
ツ

のときの 1⃝のグラフをそれぞれ G1，G2 とする。G1 を x軸方

向に テ ，y軸方向に ト だけ平行移動すれば，G2 と一致する。



33�� ��7 　 aは定数とする。

(1) f (x) = (x−3a2 −5a)2 − (3a2 −4)2 とおく。このとき

f (x) =
(

x−5a− ア
)(

x− イ a2 −5a+ ウ
)

である。したがって，2次関数 y = f (x)のグラフが原点を通るのは，aの値が小さい方から

a =−
エ
オ

, −
カ
キ

,
ク
ケ

のときである。
(2) g(x) = x2 −2(3a2 +5a)x+18a4 +30a3 +49a2 +16とおく。2次関数 y = g(x)のグラフの
頂点は (

コ a2 + サ a , シ a4 + スセ a2 + ソタ
)

である。aが実数全体を動くとき，頂点の x座標の最小値は−
チツ
テト

である。次に，t = a2

とおくと，頂点の y座標は

シ t2 + スセ t + ソタ · · · 1⃝

と表せる。したがって，a が実数全体を動くとき，頂点の y 座標の最小値は ナニ であ
る。また，上の式 1⃝は (

ヌ t + ネ
)2

と変形できる。頂点の y座標が 10000以下になる aの値の範囲は

ノハ
√

ヒ ≦ a ≦ フ
√

ヘ

である。



34 第 3章 ２次関数�� ��8 　 aを定数とし，次の 2つの関数を考える。

f (x) = (1−2a)x2 +2x−a−2

g(x) = (a+1)x2 +ax−1

(1) 関数 y = g(x) のグラフが直線になるのは，a = アイ のときである。このとき，関数

y = f (x)のグラフと x軸との交点の x座標は ウエ と
オ
カ

である。

(2) 関数 y = f (x) のグラフと y = g(x) のグラフが平行移動によって重なるのは，a = キ
のときである。このとき，関数 y = g(x) のグラフは関数 y = f (x) のグラフを x 軸方向に
ク ，y軸方向に ケ だけ平行移動したものになっている。

(3) 方程式 f (x)+g(x) = 0がただ 1つの実数解をもつのは，aの値が

±
コ

√
サシ

ス
, セ

のときである。
(4) 不等式

f (x)+g(x)≧−2ax2 +5(a+2)x+a2 −6

を満たす xの値の範囲は，

a = ソタ のとき 1 ≦ x ≦ 3となり，

a = チツ のとき x ≦ 1，3 ≦ xとなる。



35�� ��9 　 a，b，cを定数とし，a > 0とする．xの 2次関数

y = ax2 +bx+ c

のグラフを Gとし，グラフ Gは x軸より上側にあるものとする．

(1) x軸上に 3点
P1(2, 0), P2(4, 0), P3(6, 0)

をとり，グラフ G上に 3点 Q1，Q2，Q3 を

点 Q1の x座標は 2, Q2の x座標は 4, Q3の x座標は 6

であるようにとる．
台形 P1P2Q2Q1 の面積を S1，台形 P1P3Q3Q1 の面積を S2 とするとき，

S1 = 2
(
アイ a+ ウ b+ c

)
,

S2 = 4
(
エオ a+ カ b+ c

)
である．
三角形 Q1Q2Q3 の面積が 16であるとき

a = キ

である．
(2) a = キ であり，グラフ Gが点 (−2, 2)を通るとする．グラフ Gが表す放物線の頂点
の座標を bを用いて表すと クケ

コ
b ,

サシ
ス

b2 + セ b− ソ


となる．グラフ Gが x軸より上側にあるので，bの値の範囲は

タ < b < チツ

である．さらに，関数 y = キ x2 のグラフを x軸方向に −2，y軸方向に k だけ平行移
動したグラフを H とする．グラフ H がグラフ Gに重なるのは

b = テ , c = トナ , k = ニ

のときである．



36 第 3章 ２次関数�� ��10 　 aを定数とする。 f (x) = (x−a)(x−4)+4とおき，x の 2次関数 y = f (x)のグラフを G

とする。

(1) グラフ Gの頂点の座標は ア
イ

a+ ウ ,
エオ
カ

a2 + キ a


である。

(2) グラフ Gと x軸が共有点をもつような aの値の範囲は

a ≦ ク , ケ ≦ a

である。Gと y軸との交点の y座標を kとすると， ケ ≦ aのとき，kのとり得る値の
範囲は k ≧ コサ である。

(3) a ≧ ケ とする。関数 y = f (x)の最小値が−12であるのは，a = シス のときである。

このとき，グラフ Gと x軸との交点の x座標は セ ± ソ
√

タ である。

(4) a ≧ 4とする。関数 y = f (x)の a−2 ≦ x ≦ a+2における最大値は チ aであり，関数
y = f (x)の a−2 ≦ x ≦ a+2における最小値は

4 ≦ a ≦ ツ のとき，
エオ
カ

a2 + キ aであり，

ツ < aのとき，テト a+ ナニ である。



37

数学 I「2次関数」センター試験過去問 10回分を解いて，この分野の問題を解く際に，気を付
けるべきこと，注意点，反省点を振り返ってまとめておこう．
「ミスに気を付ける」のような漠然とした精神論ではなく，どのようなミスがなぜ起きたのかを
分析し，再発防止のためにはどのような工夫をすればよいのかを具体的に考えよう．そこを反省
することに過去問を取り組む意義がある．さらにその反省が今後，共通テストの対策をする際の
指針となるであろう．

babababababababababababababababababab



38 第 3章 ２次関数

第 3章　 2次関数　　解答

　
�� ��1

【2019追】
ア イ ウ エ オ
− 6 2 3 4

　
�� ��2

【2019追】
ア イ ウ エ オ カ キ
4 3 2 1 3 0 3

　
�� ��3

【2019本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ
2 4 1 2 2 1 4 2 13 2 4

　 シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ
7 4 3 5 1 3 2 − 1 4

　
�� ��4

【2018本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
1 3 1 1 4 5 7 1 3 4

　 サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ
3 4 3 3 5 5 1 3 2 5 1 3 2

　
�� ��5

【2013本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ
4 7 1 6 3 2 8 7 1 6 0 7 1 7 8 7

　 チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ ハ ヒ フ
9 1 4 5 2 − 5 4 − 2 5 8
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�� ��6

【2011本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
− 1 4 3 4 − 3 2 1 2

　 サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト
1 2 3 4 1 2 3 2 2 3

　
�� ��7

【2017本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ
4 6 4 4 3 4 5 1 2 3 5 9 2 4 1 6

　 チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ ハ ヒ フ ヘ
2 5 1 2 1 6 3 4 − 4 2 4 2

　
�� ��8

【2017追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ
− 1 − 1 1 3 0 1 2

　 コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ
2 2 1 3 2 − 3 − 1

　
�� ��9

【2007追】
ア イ ウ エ オ カ キ
1 0 3 2 0 4 2

　 ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ
− 1 4 − 1 8 2 6 4 1 2 8 1 0 2

　
�� ��10

【2020追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ
1 2 2 − 1 4 2 0 8 3 6

　 シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ
1 2 8 2 3 2 8 − 2 1 6
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第 4章

図形と計量

�� ��1 　四角形 ABCDは円に内接し，∠ABCは鈍角で，AB = 2，BC =
√

6，sin∠ABC =
1√
3
とす

る。また，線分 ACと BDは直角に交わるとする。このとき

cos∠ABC =
ア

√
イ

ウ
, AC = エ

√
オ

となる。円の半径は
カ

√
キ

ク
であり，sin∠CAB =

ケ
コ

，sin∠ACB =

√
サ

シ
とな

る。また，ACと BDの交点を Hとおくと，DH = スセ BHである。



41�� ��2 　△ABCにおいて AB = 6，BC = 2
√

7，CA = 4とする。∠Aの二等分線と辺 BCとの交点
を D，∠Aの二等分線と △ABCの外接円との点 Aと異なる交点を Eとする。辺 ACの延長と，
2点 B，Eを通る直線の交点を Pとする。

(1) cos∠ABC =
ア

√
イ

ウ
である。

また，cos∠BAC =
エ
オ

であるから，∠BAC = カキ
◦
である。

(2) 点 Eから辺 BCに引いた垂線と辺 BCとの交点を Hとすると，

∠ECH = クケ
◦
， ∠EBH = コサ

◦

であるから，HC =

√
シ である。したがって，CE =

ス
√
セソ

タ
である。

(3) △ABPにおいて

∠APB = 180◦−∠BAP−
(
∠CBP+∠ABC

)
= チツ

◦
−∠ABC

である。したがって，sin∠APB =
テ

√
ト

ナ
である。

(4) △ECPにおいて，sin∠CEP =

√
ニ

ヌ
であるから，CP =

ネ
ノ

である。



42 第 4章 図形と計量�� ��3 　 △ABCにおいて，AB = 3，BC =
√

7，CA = 2とする。また，△ABCの外接円の中心を

Oとする。このとき，∠BAC = アイ
◦
であり，外接円 Oの半径は

√
ウエ

オ
である。

さらに，辺 CAの Aの側の延長上に点 Dを DB = DCとなるようにとる。cos∠BAD =
カキ
ク

であるから，AD = ケ である。よって，△ADBの面積は
コサ
シ

√
ス である。

下の ソ には，次の 0⃝∼ 4⃝のうちから当てはまるものを一つ選べ。

0⃝ AFO　　　　 1⃝ ADF　　　　 2⃝ ABE　　　　 3⃝ OAC　　　　 4⃝ EBF

線分 BDと外接円 Oとの B以外の交点を Eとし，線分 DOと外接円 Oとの交点を Fとする。
このとき，外接円 Oにおいて ∠AOF = セ ∠ABF = ∠ ソ である。したがって，4点 B，

O，A，D は同一円周上にある。この円の中心を O′ とすると，円 O′ の半径は
タ
チ

√
ツ

である。



43�� ��4 　△ABCにおいて，AB = AC = 10，cos∠BAC =
4
5
とする。辺 ABの中点を Dとする。

(1) Cから ABに垂線をひき，垂線と ABとの交点を Hとする。このとき，
AH = ア ，CH = イ であり，BC = ウ

√
エオ ，CD = カ

√
キ で

ある。また ∠BCD = クケ
◦
である。

(2) Bにおいて直線 ABに接し，Cにおいて直線 ACに接する円の中心を Oとする。CDと円
Oとの交点のうち Cと異なる方を Eとする。△BDEと相似な三角形は，次の 0⃝∼ 3⃝の
うち コ である。

0⃝△ABC　　　　 1⃝△CDB　　　　 2⃝△CAE　　　　 3⃝△ACH

したがって BE =
サシ

√
ス

セ
である。よって AE =

ソタ
√

チ

ツ
であり，△ABE

の面積は
テト
ナ

である。

AEの延長と円 Oとの交点のうち Eと異なる方を Fとするとき AF = ニ
√

ヌ で
ある。



44 第 4章 図形と計量�� ��5 　 △ABC の辺の長さと角の大きさを測ったところ，AB = 7
√

3 および ∠ACB = 60◦ であっ
た。したがって，△ABCの外接円 Oの半径は ア である。外接円 Oの，点 Cを含む弧 AB

上で点 Pを動かす。

(1) 2PA = 3PBとなるのは PA = イ
√
ウエ のときである。

(2) △PABの面積が最大となるのは PA = オ
√

カ のときである。

(3) sin∠PBA の値が最大となるのは PA = キク のときであり，このとき △PAB の面積は

ケコ
√

サ

シ
である。



45�� ��6 　△ABCにおいて，AB = 6，BC =
√

21，AC = 3とする。このとき

cos∠BAC =
ア
イ

, sin∠BAC =

√
ウ

エ

である。点 C から辺 AB に下ろした垂線を CH とするとき，AH = オ ，CH =

√
カ

である。また，線分 CH 上に AH = HD を満たす点 D をとるとき，AD = キ
√

ク ，

CD =

√
ケ − コ であるから

△ACDの面積 =

√
サ − シ

であり

sin∠CAD =

√
スセ − ソ

√
タ

チ

である。したがって，△ACDの外接円の半径は
ツ

√
テ

ト
である。また，辺 ABの中点を

Eとし，直線 ADと辺 BCの交点を Fとすると

△ACFの面積
△AEFの面積 =

√
ナ − ニ

ヌ

である。



46 第 4章 図形と計量�� ��7 　△ABCを AB = 8，BC = 12，CA = 10を満たす三角形とする。辺 ABの中点を D，辺 BC

の中点を Eとする。このとき，sin∠DBE =
ア

√
イ

ウエ
，△DBEの面積は

オカ
√

キ

ク
である。△DBEの内心を Iとする。

(1) 内接円 Iの半径は

√
ケ

コ
である。円 Iと辺 BEの接点を Lとすると，BL =

サ
シ

で

あるので，BI = ス
√

セ である。

三つの線分 AD，CE，DEすべてに接する円の中心を Jとする。円 Jと線分 CEとの接点を X，
線分 DEとの接点を Y，線分 ADとの接点を Zとする。

(2) 直線 BX，BZはともに点 Bから円 Jに引いた接線であるので，BX = BZである。

これより EX =
ソ
タ

である。∠JBE =
チ
ツ

∠DBE，∠IBE =
テ
ト

∠DBE より

BJ = ナ
√

ニ である。
(3) △DBEを含む平面と垂直で，直線 BJを含む平面を考え，この平面内にある円で，線分 BJ

を直径とするものを Oとする。この円 Oの円周上に点 Kを，BJと KIが直交するように
とると，KI = ヌ となるので，三角錐 KBDEの体積は ネ

√
ノ となる。



47�� ��8 　△ABCにおいて，AB = 2，BC =
√

5+1，CA = 2
√

2とする。また，△ABCの外接円の
中心を Oとする。

(1) このとき，∠ABC = アイ
◦
であり，外接円 Oの半径は

ウ
エ

√
オ である。

(2) 円 Oの円周上に点 Dを，直線 ACに関して点 Bと反対側の弧の上にとる。△ABDの面積
を S1，△BCDの面積を S2 とするとき

S1

S2
=
√

5−1 · · · 1⃝

であるとする。∠BAD+∠BCD = カキク
◦
であるから

CD =
ケ
コ

AD

となる。このとき

CD =
サ
シ

√
スセ

である。
さらに，2辺 AD，BCの延長の交点を Eとし，△ABEの面積を S3，△CDEの面積を S4

とする。このとき
S3

S4
=

ソ
タ

· · · 2⃝

である。 1⃝と 2⃝より

S2

S4
=

√
チ

ツ

となる。



48 第 4章 図形と計量�� ��9 　△ABCにおいて，AB =

√
5

5
，AC =

1
3
，sin∠ACB =

3
5
とする。

(1) △ABCの外接円の半径は

√
ア

イ
である。

cos∠ACB =±
ウ
エ

であるから，BC =
オ
カキ

または BC =
ク
ケ

である。

(2) 以下では BC =
ク
ケ

とする。

このとき，tan∠ACB =
コ
サ

，cos∠BAC =
シ

√
ス

セ
である。

また，△ABCの面積は
ソ
タチ

である。

△ABCの外接円の，点 Aでの接線と点 Bでの接線の交点を Pとし，点 Aでの接線と点 C

での接線の交点を Qとする。△ABCの外接円の中心を Oとし，線分 OPと辺 ABの交点
を R，線分 OQと辺 ACの交点を Sとする。このとき，∠AOBと ∠ACBの関係から

tan∠AOP =
ツ
テ

, AP =

√
ト

ナ

である。また，四角形 ORASの内角 ∠ROSについては，cos∠ROS =

√
ニ

ヌ
である。



49�� ��10 　 △ABC において，AB = 2，BC =
√

7，CA =
√

3 とする。このとき，∠BAC = アイ
◦

であるから

sin∠ABC =

√
ウエ

オ
, cos∠ABC =

カ
√

キ

ク

である。
∠BACの三等分線と辺 BCとの交点を，点 Bに近い方から順に，点M，Nとする。
△ABMにおいて，点Mから辺 ABに垂線を引くと

ケ
コ

AM =

√
ウエ
オ

BM

であり

AB =

√
サ

シ
AM+

カ
√

キ
ク

BM

である。よって

AM =
ス

√
セ

ソ
, BM =

タ
√

チ

ツ

である。

△AMN と △ANC について，△AMN の面積は

√
テ

ト
AN であり，△ANC の面積は√

ナ

ニ
ANである。

また，△AMCの面積は
ヌ

√
ネ

ノ
であるから，AN =

ハ
ヒ

である。



50 第 4章 図形と計量

数学 I「図形と計量」センター試験過去問 10回分を解いて，この分野の問題を解く際に，気を
付けるべきこと，注意点，反省点を振り返ってまとめておこう．
「ミスに気を付ける」のような漠然とした精神論ではなく，どのようなミスがなぜ起きたのかを
分析し，再発防止のためにはどのような工夫をすればよいのかを具体的に考えよう．そこを反省
することに過去問を取り組む意義がある．さらにその反省が今後，共通テストの対策をする際の
指針となるであろう．

babababababababababababababababababab
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第 4章　図形と計量　　解答

　
�� ��1

【1998本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ
− 6 3 3 2 3 6 2 1 3 6 9 1 0

　
�� ��2

【2013本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ
2 7 7 1 2 6 0 3 0 3 0 7 2 2 1 3

　 チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
9 0 2 7 7 3 2 7 2

　
�� ��3

【2008追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ
6 0 2 1 3 − 1 2 5 1 5

　 シ ス セ ソ タ チ ツ
4 3 2 2⃝ 7 3 3

　
�� ��4

【2009追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ
8 6 2 1 0 3 5 4 5 1⃝ 1 0 2 3

　 ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ
1 0 5 3 5 0 3 6 5

　
�� ��5

【2016本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ
7 3 2 1 7 3 1 4 4 9 3 2
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�� ��6

【2018本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ
2 3 5 3 2 5 2 2 5 2 5 2

　 ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ
1 0 2 2 6 3 2 2 5 1 3

　
�� ��7

【2014追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ
5 7 1 6 1 5 7 4 7 2 5 2 2 2 3 2

　 チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
1 2 1 2 6 2 4 5 7

　
�� ��8

【2007本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
6 0 2 3 6 1 8 0 1 2

　 サ シ ス セ ソ タ チ ツ
2 7 1 4 7 2 5 2

　
�� ��9

【2018追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ
5 6 4 5 2 1 5 2 3 3 4 − 5 5

　 ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ
1 1 5 3 4 5 8 5 5

　
�� ��10

【2012本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ
9 0 2 1 7 2 7 7 1 2 3 2 4 3 5

　 タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ ハ ヒ
2 7 5 3 5 3 4 3 3 5 4 3
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第 5章

場合の数と確率

�� ��1 　袋の中に赤玉 5個，白玉 5個，黒玉 1個の合計 11個の玉が入っている。赤玉と白玉にはそ
れぞれ 1から 5までの数字が一つずつ書かれており，黒玉には何も書かれていない。なお，同じ
色の玉には同じ数字は書かれていない。この袋から同時に 5個の玉を取り出す。

5個の玉の取り出し方は アイウ 通りある。取り出した 5個の中に同じ数字の赤玉と白玉の組
が 2組あれば得点は 2点，1組だけあれば得点は 1点，1組もなければ得点は 0点とする。

(1) 得点が 0点となる取り出し方のうち，黒玉が含まれているのは エオ 通りであり，黒玉
が含まれていないのは カキ 通りである。得点が 1点となる取り出し方のうち，黒玉が
含まれているのは クケコ 通りであり，黒玉が含まれていないのは サシス 通りである。

(2) 得点が 1点である確率は
セソ
タチ

であり，2点である確率は
ツ
テト

である。また，得点の

期待値は
ナニ
ヌネ

である。



54 第 5章 場合の数と確率�� ��2 　 1から 9までの数字が一つずつ書かれた 9枚のカードから 5枚のカードを同時に取り出す。
このようなカードの取り出し方は アイウ 通りある。

(1) 取り出した 5枚のカードの中に 5と書かれたカードがある取り出し方は エオ 通りであ
り，5と書かれたカードがない取り出し方は カキ 通りである。

(2) 次のように得点を定める。
• 取り出した 5枚のカードの中に 5と書かれたカードがない場合は，得点を 0点とする。
• 取り出した 5枚のカードの中に 5と書かれたカードがある場合，この 5枚を書かれて
いる数の小さい順に並べ，5と書かれたカードが小さい方から k 番目にあるとき，得
点を k点とする。

得点が 0点となる確率は
ク
ケ

である。得点が 1点となる確率は
コ

サシス
で，得点が 2

点となる確率は
セ
ソタ

，得点が 3点となる確率は
チ
ツ

である。また，得点の期待値は

テ
ト

点である。



55�� ��3 　 1から 10までの番号がつけられた 10枚のカードから，5枚のカードを同時に取り出す。こ
のとき，取り出した 5枚のカードの番号の中で，最も大きな番号を L，最も小さな番号を Sとし
て，得点を次のように定める。

• Lが偶数のとき，得点を 0点とする
• Lが奇数のとき，Lと Sの差 L−Sを得点とする

(1) 5枚のカードの取り出し方は アイウ 通りあり，そのうち得点が 0点となるカードの取り
出し方は エオカ 通りある。

(2) とり得る正の得点の中で最も低いのは キ 点で，得点が キ 点となるカードの取り
出し方は ク 通りある。
とり得る得点の中で最も高いのは ケ 点で，得点が ケ 点となるカードの取り出し
方は コサ 通りある。

(3) 得点が 5点となる確率は
シ
スセ

，得点が 6点となる確率は
ソ
タチ

，得点が 7点となる確

率は
ツ
テト

である。

また，得点の期待値は
ナニヌ
ネノ

である。



56 第 5章 場合の数と確率�� ��4 　 1辺の長さ 1の正六角形があり，その頂点の一つを Aとする。一つのさいころを 3回投げ，
点 Pを次の (a)，(b)，(c)にしたがって，この正六角形の辺上を反時計回りに進める。

(a) 頂点 Aから出発して，1回目に出た目の数の長さだけ点 Pを進める。
(b) 1回目で点 Pがとまった位置から出発して，2回目に出た目の数の長さだけ点 Pを進める。
(c) 2回目で点 Pがとまった位置から出発して，3回目に出た目の数の長さだけ点 Pを進める。

(1) 3回進めたとき，点 Pが正六角形の辺上を 1周して，ちょうど頂点 Aに到達する目の出方
は アイ 通りである。
3回進める間に，点 Pが 1回も頂点 Aにとまらない目の出方は ウエオ 通りである。

(2) 3回進める間に，点 Pが 3回とも頂点 Aにとまる確率は
カ
キクケ

であり，ちょうど 2回

だけ頂点 Aにとまる確率は
コ
サシ

である。

3回進める間に，点 Pがちょうど 1回だけ頂点 Aにとまる確率は
スセ
ソタ

である。

(3) 3回進める間に，点 Pが頂点 Aにとまる回数の期待値は
チ
ツ

回である。



57�� ��5

(1) 1 から 4 までの数字を，重複を許して並べてできる 4 桁の自然数は，全部で アイウ 個
ある。

(2) (1)の アイウ 個の自然数のうちで，1から 4までの数字を重複なく使ってできるものは
エオ 個ある。

(3) (1)の アイウ 個の自然数のうちで，1331のように，異なる二つの数字を 2回ずつ使って
できるものの個数を，次の考え方に従って求めよう。
(i) 1から 4までの数字から異なる二つを選ぶ。この選び方は カ 通りある。

(ii) (i)で選んだ数字のうち小さい方を，一・十・百・千の位のうち，どの 2箇所に置くか
決める。置く 2箇所の決め方は キ 通りある。小さい方の数字を置く場所を決め
ると，大きい方の数字を置く場所は残りの 2箇所に決まる。

(iii) (i)と (ii)より，求める個数は クケ 個である。
(4) (1)の アイウ 個の自然数を，それぞれ別々のカードに書く。できた アイウ 枚のカード
から 1枚引き，それに書かれた数の四つの数字に応じて，得点を次のように定める。
• 四つとも同じ数字のとき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9点
• 2回現れる数字が二つあるとき　　　　　　　　　　　　　　　　　 3点
• 3回現れる数字が一つと，1回だけ現れる数字が一つあるとき　　　 2点
• 2回現れる数字が一つと，1回だけ現れる数字が二つあるとき　　　 1点
• 数字の重複がないとき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0点

(i) 得点が 9点となる確率は
コ
サシ

，得点が 3点となる確率は
ス
セソ

である。

(ii) 得点が 2点となる確率は
タ
チツ

，得点が 1点となる確率は
テ
トナ

である。

(iii) 得点の期待値は
ニ
ヌ

点である。



58 第 5章 場合の数と確率�� ��6 　赤球 4個，青球 3個，白球 5個，合計 12個の球がある。これら 12個の球を袋の中に入れ，
この袋から Aさんがまず 1個取り出し，その球をもとに戻さずに続いて Bさんが 1個取り出す。

(1) Aさんと Bさんが取り出した 2個の球のなかに，赤球か青球が少なくとも 1個含まれてい

る確率は
アイ
ウエ

である。

(2) A さんが赤球を取り出し，かつ B さんが白球を取り出す確率は
オ
カキ

である。これよ

り，Aさんが取り出した球が赤球であったとき，Bさんが取り出した球が白球である条件

付き確率は
ク
ケコ

である。

(3) Aさんは 1球取り出したのち，その色を見ずにポケットの中にしまった。Bさんが取り出
した球が白球であることがわかったとき，Aさんが取り出した球も白球であった条件付き
確率を求めたい。

Aさんが赤球を取り出し，かつ Bさんが白球を取り出す確率は
オ
カキ

であり，Aさんが

青球を取り出し，かつ Bさんが白球を取り出す確率は
サ
シス

である。同様に，Aさんが

白球を取り出し，かつ Bさんが白球を取り出す確率を求めることができ，これらの事象は

互いに排反であるから，Bさんが白球を取り出す確率は
セ
ソタ

である。

よって，求める条件付き確率は
チ
ツテ

である。



59�� ��7 　 A，B，Cの 3人がいる。また，「A」と書かれた玉が 3個，「B」と書かれた玉が 2個，「C」
と書かれた玉が 1個ある。「A」と書かれた玉の持ち主は Aで，「B」と書かれた玉の持ち主は B，
「C」と書かれた玉の持ち主は Cである。

(1) 全部の玉を一つの袋に入れておき，袋から 1個の玉を取り出して，出た玉の持ち主を勝者
とするゲームを考える。ゲームが 1回終わるごとに，出た玉を袋に戻す。

(i) ゲームを 4回行うとき，勝者が順に A，A，B，Cとなる確率は
ア
イウ

である。

(ii) ゲームを 4回行うとき，Bが 2回以上勝つ確率は
エオ
カキ

である。

(iii) ゲームを 6回行うとき，Aが 3回，Bが 2回，Cが 1回勝つ確率は
ク
ケコ

である。

(2) こんどは，A，B，Cのうち 2人の対戦を考える。2人の対戦では，対戦者 2人が持つ玉だ
けを全部合わせて一つの袋に入れ，袋から 1個の玉を取り出して，出た玉の持ち主を勝者
とする。1回対戦が終わるごとに，すべての玉を持ち主に返す。
優勝賞金を 60万円用意して，Aと B，Aと C，Bと Cが 1回ずつ対戦する「総当り戦」を
行い，勝った回数が最も多い人が優勝賞金を受け取る。該当者が複数いる場合は，該当者
の間で等分する。

(i) A，B，Cが 20万円ずつ受け取る確率は
サ
シ

である。

(ii) Aが 20万円以上受け取る確率は
スセ
ソタ

である。

(iii) A が受け取る優勝賞金の期待値は チツ 万円，B が受け取る優勝賞金の期待値は
テト 万円，Cが受け取る優勝賞金の期待値は ナ 万円である。



60 第 5章 場合の数と確率�� ��8 　赤い袋には赤球 2 個と白球 1 個が入っており，白い袋には赤球 1 個と白球 1 個が入って
いる。
最初に，さいころ 1個を投げて，3の倍数の目が出たら白い袋を選び，それ以外の目が出たら

赤い袋を選び，選んだ袋から球を 1個取り出して，球の色を確認してその袋に戻す。ここまでの
操作を 1回目の操作とする。2回目と 3回目の操作では，直前に取り出した球の色と同じ色の袋
から球を 1個取り出して，球の色を確認してその袋に戻す。

(1) 1回目の操作で，赤い袋が選ばれ赤球が取り出される確率は
ア
イ

であり，白い袋が選

ばれ赤球が取り出される確率は
ウ
エ

である。

(2) 2回目の操作が白い袋で行われる確率は
オ
カキ

である。

(3) 1回目の操作で白球を取り出す確率を pで表すと，2回目の操作で白球が取り出される確

率は
ク
ケ

p+
1
3
と表される。

よって，2回目の操作で白球が取り出される確率は
コサ
シスセ

である。

同様に考えると，3回目の操作で白球が取り出される確率は
ソタチ
ツテト

である。

(4) 2回目の操作で取り出した球が白球であったとき，その球を取り出した袋の色が白である

条件付き確率は
ナニ
ヌネ

である。

また，3回目の操作で取り出した球が白球であったとき，はじめて白球が取り出されたの

が 3回目の操作である条件付き確率は
ノハ
ヒフヘ

である。



61�� ��9 　机が三つあり，各机の上には白のカードが 1枚，各机の下には箱が一つ置かれている。いず
れの箱の中にも白のカード 1枚，青のカード 2枚，合計 3枚のカードが入っている。次の操作 S

を行うため，各机の前に一人ずつ配置する。

S：机の下に置かれた箱の中から無作為に取り出したカード 1 枚と，同じ机の上に置かれた
カードとを交換することを，3人が同時に行う。

この操作 Sを 2回繰り返す。また，状態 A，Bを次のように定める。

A：すべての机の上に同色のカードが置かれている。
B：二つの机の上に同色のカードが置かれ，残りの一つの机の上には別の色のカードが置かれ
ている。

(1) 1回目の終了時に，すべての机の上に白のカードが置かれている確率は
ア
イウ

であり，す

べての机の上に青のカードが置かれている確率は
エ
オカ

である。

(2) 1回目の終了時に，状態 Aになる確率は
キ
ク

であり，状態 Bになる確率は
ケ
コ

で

ある。
(3) 1回目の終了時に二つの机の上に白のカードが置かれ，残りの一つの机の上に青のカード

が置かれていたとき，2回目の終了時には状態 Aになる条件付き確率は
サ
シ

である。

また，1回目の終了時に二つの机の上に青のカードが置かれ，残りの一つの机の上に白の

カードが置かれていたとき，2回目の終了時には状態 Aになる条件付き確率は
サ
シ

で

ある。

(4) 2回目の終了時に状態 Aになる確率は
ス
セソ

である。

(5) 2 回目の終了時に状態 B になったとき，1 回目の終了時も状態 B である条件付き確率は
タ
チツ

である。



62 第 5章 場合の数と確率�� ��10 　　
つぼ
壺　の中に 6個の赤玉と 4個の白玉の合計 10個の玉が入っている。この壺から，玉を 1個

ずつ 10回続けて取り出す。ただし，一度取り出した玉はもとに戻さないものとする。

(1) 1回目と 2回目に連続して赤玉が取り出される確率は
ア
イ

である。

(2) iを 2から 9までの整数とし，i回目と (i+1)回目に連続して赤玉が取り出される確率 pi

を考える。同じ色の玉は区別しない場合，10 個すべての玉の取り出し方は，取り出した
玉を 1列に並べる並べ方の総数に等しく， ウエオ 通りである。それらのうち，8回目の
取り出しを終えた時点で白玉がすべて取り出されている取り出し方は カキ 通りである。

よって，p9 の値は
ク
ケ

である。また，p3 の値は
コ
サ

である。

(3) 4回目の取り出しを終えた時点で赤玉が 2個以上取り出されている確率は
シス
セソ

である。

よって，4回目の取り出しを終えた時点で赤玉が 2個以上取り出されていたとき，1回目

と 2回目に連続して赤玉が取り出されている条件付き確率は
タチ
ツテ

である。

(4) 4回目の取り出しを終えた時点で赤玉が 2個以上取り出されていたとき，9回目と 10回目

に連続して赤玉が取り出される条件付き確率は
トナ
ニヌネ

である。

(5) 壺からまず 3個の玉を同時に取り出して，玉の色は確認せずに印をつけて壺に戻したのち，
改めて玉を 1 個ずつ 10 回続けて取り出す。一度取り出した玉はもとに戻さない。9 回目

と 10回目に連続して印のついた赤玉が取り出される確率は
ノ
ハヒ

である。
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数学 A「場合の数と確率」センター試験過去問 10回分を解いて，この分野の問題を解く際に，
気を付けるべきこと，注意点，反省点を振り返ってまとめておこう．
「ミスに気を付ける」のような漠然とした精神論ではなく，どのようなミスがなぜ起きたのかを
分析し，再発防止のためにはどのような工夫をすればよいのかを具体的に考えよう．そこを反省
することに過去問を取り組む意義がある．さらにその反省が今後，共通テストの対策をする際の
指針となるであろう．

babababababababababababababababababab
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第 5章　場合の数と確率　　解答

　
�� ��1

【2010本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス
4 6 2 8 0 3 2 1 2 0 1 6 0

　 セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ
2 0 3 3 5 3 3 1 0 1 1

　
�� ��2

【2012本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ
1 2 6 7 0 5 6 4 9

　 コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト
1 1 2 6 8 6 3 2 7 5 3

　
�� ��3

【2011追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ
2 5 2 1 6 6 4 3 8 3 5 2 6 3

　 ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
5 6 3 5 6 3 1 4 8 6 3

　
�� ��4

【2007本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ
1 0 1 2 5 1 2 1 6

　 コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ
5 7 2 2 5 7 2 1 2

　
�� ��5

【2013本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ
2 5 6 2 4 6 6 3 6

　 コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ
1 6 4 9 6 4 3 1 6 9 1 6 3 2
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�� ��6

【2016本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
2 8 3 3 5 3 3 5 1 1

　 サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ
5 4 4 5 1 2 4 1 1

　
�� ��7

【2014追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
1 7 2 1 1 2 7 5 3 6

　 サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ
1 5 1 3 2 0 3 1 2 0 9

　
�� ��8

【2019本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ
4 9 1 6 7 1 8 1 6 4 3 1 0 8

　 ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ ハ ヒ フ ヘ
2 5 9 6 4 8 2 1 4 3 8 8 2 5 9

　
�� ��9

【2019追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
1 2 7 8 2 7 1 3 2 3

　 サ シ ス セ ソ タ チ ツ
2 9 7 2 7 7 1 0

　
�� ��10

【2020追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ
1 3 2 1 0 7 0 1 3 1 3 3 7 4 2

　 タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ ハ ヒ
1 4 3 7 5 3 1 8 5 1 4 5
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第 6章

図形の性質

�� ��1 　三角形 ABCの辺 AB，AC上にそれぞれ点 D，Eを AD : AE = 2 : 3となるようにとる。直
線 DEと直線 BCは点 Fで交わるとする。

(1) AD : BD = 2 : 3，AE : CE = 3 : 1であるとき，三角形 ADEの面積を S，四角形 BCEDの

面積を T とすれば， S
T

=
ア
イ

である。

(2) BD : CE = 3 : 1とする。このとき，BF
CF

=
ウ
エ

である。さらに，4点 B，C，E，Dが同

一円周上にあるとき，AD = 2a，CE = bとおくと， オ a = カ bである。したがっ

て，AB
AC

=
キ
ク

である。AD
BD

=
ケ
コ

である。また，EF
DF

=
サ
シ

である。



67�� ��2 　△ABCにおいて，AB = 7，BC = 3である。△ABCの内心を Iとする。AIの延長と辺 BC

との交点を Dとし，BIの延長と辺 ACとの交点を Eとする。4点 C，E，I，Dは同一円周上に
あるものとする。下の文章中の ア ， イウ ， エオ については，当てはまる文字を A ∼ E

のうちから選べ。

(1) ∠BCA = ∠AI ア = ∠B イウ +∠A エオ であるから，∠BCA = カキ
◦
である。

したがって，CA = ク である。また BD =
ケ
コ

，BI ·BE =
サシ
ス

である。

(2) △ABCの外接円の半径は
セ
ソ

√
タ である。また，△ABCの面積は

チ
√

ツ であり，△ABCの内接円の半径は
テ
ト

√
ナ である。



68 第 6章 図形の性質�� ��3 　四角形 ABCDにおいて，AB = 4，BC = 2，DA = DCであり，4つの頂点 A，B，C，Dは
同一円周上にある。対角線 ACと対角線 BD の交点を E，線分 AD を 2 : 3 の比に内分する点を
F，直線 FEと直線 DCの交点を Gとする。
次の ア には，下の 0⃝ ∼ 4⃝のうちから当てはまるものを一つ選べ。

∠ABCの大きさが変化するとき四角形 ABCDの外接円の大きさも変化することに注意すると，
∠ABCの大きさがいくらであっても，∠DACと大きさが等しい角は，∠DCAと ∠DCAと ア
である。

0⃝ ∠ABD　　　 1⃝ ∠ACB　　　 2⃝ ∠ADB　　　 3⃝ ∠BCG　　　 4⃝ ∠BEG

このことにより EC
AE

=
イ
ウ

である。次に，△ACDと直線 FEに着目すると，GC
DG

=
エ
オ

である。

(1) 直線 ABが点 Gを通る場合について考える。
このとき，△AGDの辺 AG上に点 Bがあるので，BG = カ である。
また，直線 ABと直線 DCが点 Gで交わり，4点 A，B，C，Dは同一円周上にあるので，
DC = キ

√
ク である。

(2) 四角形 ABCDの外接円の直径が最小となる場合について考える。
このとき，四角形 ABCDの外接円の直径は ケ であり，∠BAC = コサ

◦
である。

また，直線 FEと直線 ABの交点を Hとするとき，GC
DG

=
エ
オ

の関係に着目して AH

を求めると，AH = シ である。



69�� ��4 　△ABCにおいて AB = 2，AC = 1，∠A = 90◦ とする。

∠Aの二等分線と辺 BCとの交点を Dとすると，BD =
ア

√
イ

ウ
である。

点 A を通り点 D で辺 BC に接する円と辺 AB との交点で A と異なるものを E とすると，

AB ·BE =
エオ
カ

であるから，BE =
キク
ケ

である。

次の コ には下の 0⃝ ∼ 2⃝から， サ には 3⃝・ 4⃝から当てはまるものを一つずつ選べ。

BE
BD

コ AB
BC
であるから，直線 ACと直線 DEの交点は辺 ACの端点 サ の側の延長上

にある。

0⃝ <　　　　 1⃝ =　　　　 2⃝ >　　　　 3⃝ A　　　　 4⃝ C

その交点を Fとすると，CF
AF

=
シ
ス

であるから，CF =
セ
ソ

である。したがって，BFの

長さが求まり，CF
AC

=
BF
AB
であることがわかる。

次の タ には下の 0⃝∼ 3⃝から当てはまるものを一つ選べ。

　点 Dは△ABFの タ 。

0⃝外心である　　　　 1⃝内心である　　　　 2⃝重心である
3⃝外心，内心，重心のいずれでもない



70 第 6章 図形の性質�� ��5 　△ABCにおいて，辺 BCを 7 : 1に内分する点を Dとし，辺 ACを 7 : 1に内分する点を E

とする。線分 ADと線分 BEの交点を Fとし，直線 CFと辺 ABの交点を Gとすると

GB
AG

= ア ,
FD
AF

=
イ
ウ

,
FC
GF

=
エ
オ

である。したがって
△CDGの面積
△BFGの面積 =

カ
キク

となる。
4点 B，D，F，Gが同一円周上にあり，かつ FD = 1のとき

AB = ケコ

である。さらに，AE = 3
√

7とするとき，AE ·AC = サシ であり

∠AEG = ス

である。 ス に当てはまるものを，次の 0⃝∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

0⃝ ∠BGE　　　　 1⃝ ∠ADB　　　　 2⃝ ∠ABC　　　　 3⃝ ∠BAD



71�� ��6 　三角形 ABCを 1辺の長さが 7の正三角形とし，点 Oを中心とする円 Oをその外接円とす
る。円 Oの点 Bを含まない弧 CA上に，点 Dを弦 CDの長さが 3になるようにとる。このとき，

∠ADC = アイウ
◦
であり，AD = エ となる。したがって，sin∠ACD =

オ
√

カ

キク
で

ある。
次に，線分 ACと線分 BDの交点を Eとおく。

このとき，∠BDC = ケコ
◦
であり，AE : EC = サ : 3である。したがって，AE =

シス
セ

である。
この結果を用いて線分 OE の長さを求めよう。直線 OE と円 O との二つの交点を F，G とす

る。ただし，Eに近い方を G，遠い方を Fとする。このとき，EF ·EG =
ソタチ
ツテ

となる。

よって，OE =
ト

√
ナニ

ヌネ
である。



72 第 6章 図形の性質�� ��7 　△ABCの内心を O，内接円 Oと辺 BCの接点を Hとする。辺 BC上に点 Dをとる。ただ
し，Dは B，Cと異なる点とする。△ABDの内心を Pとし，内接円 Pと辺 BDの接点を Eとす
る。△ACDの内心を Qとし，内接円 Qと辺 CDの接点を Fとする。

PQを直径とする円と 2点 D，Hの間の関係で△ABCがどのような形でも成り立つものを調べ
る。次の オ には，下の 0⃝∼ 3⃝のうちから当てはまるものを一つ選べ。

∠ADP =
ア
イ

∠ADB，∠ADQ =
ウ
エ

∠ADC であるから，PQ を直径とする円と点 D の

関係について正しい選択肢は オ である。

0⃝ Dが辺 BC上のどの位置にあっても，Dはその円の内部にある。
1⃝ Dが辺 BC上のどの位置にあっても，Dはその円周上にある。
2⃝ Dが辺 BC上のどの位置にあっても，Dはその円の外部にある。
3⃝ Dが辺 BC上のどの位置にあるかに応じて，Dは，円の内部，円周上，円の外部のどの場合もある。

次の カ ∼ サ に当てはまるものを，下の 0⃝∼ 3⃝ のうちから一つずつ選べ。ただし，
同じものを繰り返し選んでもよい。

BH =
1
2

(
AB+ カ − キ

)
· · · 1⃝

BE =
1
2

(
AB+ ク − ケ

)
· · · 2⃝

DF =
1
2

(
CD+ コ − サ

)
· · · 3⃝

である。

0⃝ AC　　　　　　 1⃝ AD　　　　　　 2⃝ BC　　　　　　 3⃝ BD

次の シ に当てはまるものを，下の 0⃝∼ 3⃝のうちから一つ選べ。
1⃝∼ 3⃝から，EH = シ であることがわかる。

0⃝ FQ　　　　　　 1⃝ OP　　　　　　 2⃝ 1
2

EP　　　　　　 3⃝ DF

次の ス に当てはまるものを，下の 0⃝∼ 3⃝のうちから一つ選べ。
PQの中点を Jとする。Jを通り辺 BCに垂直な直線と BCの交点を Kとすると，Kは EFの中

点であるから，HK = ス である。

0⃝ DK　　　　　　 1⃝ 1
2

JK　　　　　　 2⃝ EH　　　　　　 3⃝ 1
2

FK
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次の セ に当てはまるものを，下の 0⃝∼ 3⃝のうちから一つ選べ。

HK = ス に着目すると，PQ を直径とする円と点 H の関係について，正しい選択肢は
セ である。

0⃝ Dが辺 BC上のどの位置にあっても，Hはその円の内部にある。
1⃝ Dが辺 BC上のどの位置にあっても，Hはその円周上にある。
2⃝ Dが辺 BC上のどの位置にあっても，Hはその円の外部にある。
3⃝ Dが辺 BC上のどの位置にあるかに応じて，Hは，円の内部，円周上，円の外部のどの場合もある。



74 第 6章 図形の性質�� ��8 　二等辺三角形 ABCにおいて，AB = AC = 2，BC = 3とする。直線 AC上に，Cとは異な

る点 Dを ∠ABC = ∠ABDを満たすようにとると，AD
BD

=
ア
イ

である。△ABDと△BCDに

おいて，∠ABD = ∠BCDで ∠Dは共通であるから，BD
CD

=
ウ
エ

である。AD
CD

=
AD
BD

· BD
CD
に

着目すると，CD =
オカ
キ

である。

△BCDの外接円を Oとし，点 Bにおける円 Oの接線と直線 ACとの交点を Eとすると，点 E

は辺 ACの Aの側の延長上にある。このとき

∠DBE =
ク
ケ

∠ABE

であるから，BD
CD

=
コ
サ

である。

また，線分 BE は線分 シ と同じ長さである。 シ に当てはまるものを，下の 0⃝∼ 4⃝
のうちから一つ選べ。

0⃝ AB　　　　　 1⃝ AD　　　　　 2⃝ AE　　　　　 3⃝ BC　　　　　 4⃝ CD

したがって，DE =
スセ
ソ

である。

辺 BCの中点をMとし，線分 EMと線分 EDの交点を Fとすると

FM
EF

=
タ
チツ

である。



75�� ��9 　△PBDの辺 PB上に 2点 P，Bのいずれとも異なる点 Aをとり，辺 PD上に 2点 P，Dのい
ずれとも異なる点 Cをとる。4点 A，B，C，Dが同一円周上にあり，AB = 2，PC = 2，PD = 12

のとき，PA = ア である。
点Mを線分 ABの中点とし，点 Nを線分 CDの中点とする。線分 ABを直径とする円と線分

CDを直径とする円が点 Eで接していて，3点 M，E，Nが一直線上にこの順に並んでいるとす
る。このとき

MN = イ , PE = ウ
√

エ

である。また

cos∠MPN =
オカ
キク

である。

線分 PN上に点 Fを直線MFと直線 PNが垂直に交わるようにとり，線分 PM上に点 Gを直線
NGと直線 PMが垂直に交わるようにとる。このとき

PF =
ケコ
サ

, PG =
シス
セ

である。さらに，線分MFと線分 NGの交点を Jとする。このとき

JE =
ソ

√
タ

チツ

である。



76 第 6章 図形の性質�� ��10 　△ABCにおいて，AB =
√

6，BC = 4，cos∠ABC =

√
6

9
とする。

辺 BC上の点 Dを BD = 1となるようにとり，△ACDの外接円と辺 ABの交点で，点 Aとは
異なる点を Eとする。このとき

BE ·BA = ア

であるから，BE =
イ

√
ウ

エ
である。

線分 ADと線分 ECの交点を Pとすると

AP
PD

=
オ
カ

である。AD =

√
キク

ケ
であるから，PD =

√
コサ

シ
である。また，cos∠ADB =

√
スセ

ソタ
で

ある。
次に，△AEPの外接円と直線 BPの交点で，点 Pとは異なる点を Lとする。

BP ·BL = チ

である。
BD ·BC = 4

であるから，tan∠BLC = ツ
√

テ である。
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数学 A「図形の性質」センター試験過去問 10回分を解いて，この分野の問題を解く際に，気を
付けるべきこと，注意点，反省点を振り返ってまとめておこう．
「ミスに気を付ける」のような漠然とした精神論ではなく，どのようなミスがなぜ起きたのかを
分析し，再発防止のためにはどのような工夫をすればよいのかを具体的に考えよう．そこを反省
することに過去問を取り組む意義がある．さらにその反省が今後，共通テストの対策をする際の
指針となるであろう．

babababababababababababababababababab
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第 6章　図形の性質　　解答

　
�� ��1

【1998本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ
3 7 9 2 5 3 3 2 2 5 1 2

　
�� ��2

【2007追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス
E A D B E 6 0 8 7 5 2 1 5

　 セ ソ タ チ ツ テ ト ナ
7 3 3 6 3 2 3 3

　
�� ��3

【2016本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ
0⃝ 1 2 1 3 3 2 7 4 3 0 2

　
�� ��4

【2018本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ
2 5 3 2 0 9 1 0 9 0⃝ 4⃝ 5 8 5 3 1⃝

　
�� ��5

【2020本】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス
1 1 8 2 7 9 5 6 1 2 7 2 2⃝
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�� ��6

【2006追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ
1 2 0 5 5 3 1 4 6 0 5 3 5 8

　 ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ
7 3 5 6 4 7 5 7 2 4

　
�� ��7

【2016追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ
1 2 1 2 1⃝ 2⃝ 0⃝ 3⃝ 1⃝ 1⃝ 0⃝ 3⃝ 0⃝ 1⃝

　
�� ��8

【2017追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ
2 3 2 3 1 8 5 1 2 4 5

　 シ ス セ ソ タ チ ツ
2⃝ 3 2 5 9 3 2

　
�� ��9

【2020追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ
4 6 2 6 1 9 3 5 1 9 7

　 シ ス セ ソ タ チ ツ
1 9 5 5 6 1 2

　
�� ��10

【2019追】
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ
4 2 6 3 2 3 5 1 3

　 コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ
5 1 5 5 1 5 1 4 5 2


